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相 談各種
市長との対話日
4月 5日（金）　午前９時～正午　市長応接室

※3月28日（木）までに□市人事グループ（内線309）へ申込
※公務の都合により変更になる場合があります。
税務相談（税理士）
3月12日（火）　午後１時～３時　市役所相談室
※相続・贈与・譲渡・住宅取得・申告などに関する税一般
予約優先（内線264）
労働相談（西三河事務所職員）
3月13日（水）　午後１時～4時　市役所相談室
※職場での悩みごと・困りごとなど（解雇・賃金・労働時間など）
予約制（内線264）
市民相談（□市市民生活グループ職員）
平日　午前８時30分～午後５時15分　市役所相談室

※市役所への意見・要望など（内線264）
日系人相談（ポルトガル語のわかる相談員）
平日　午前８時30分～午後５時　
□市市民生活グループ（内線264）

※庁舎内の案内、通訳など
人権相談（人権擁護委員）
3月7日（木）　午後1時～3時　市役所相談室
※いじめ、虐待、差別などの人権問題（内線264）
行政相談（行政相談委員）
3月7日（木）　午後1時～3時　市役所相談室
※国・県・市などに対する苦情・要望など（内線264）
消費生活相談（消費生活相談員）
3月6・13・20・２7日（水）　午後1時～４時
市役所相談室　※消費者トラブルの相談など（内線264）

教育相談
・いじめ不登校　月～金　午後３時～４時30分　
ほっとスペース（いきいき広場３階）
・学習、進路　月～金　午前９時～午後４時30分
いきいき広場3階学校経営グループ

※事前に、ほっとスペース（☎53－5101）または
いきいき 学校経営グループ（内線345）へ申込

心配ごと相談（弁護士）
3月7日・14日（木）
午後１時～３時45分　いきいき広場

※予約制。社会福祉協議会（☎52－2002）へ申込
介護相談（地域包括支援センター職員）
平日　午前8時30分～午後7時　いきいき広場
土曜日　午前8時30分～午後５時　いきいき広場
（☎52－9610）
家庭児童相談（家庭児童相談員）
平日　午前9時～午後4時　いきいき広場
（☎52－9872）　※子どもと家庭の悩みごとなど
母子・父子自立支援相談（母子・父子自立支援員）
平日　午前9時～午後4時　いきいき広場
（☎52－987２）
※自立に必要な情報提供・指導・相談など
心理相談（臨床心理士）
毎週水曜日　午後１時～3時　
※予約制。いきいき広場（☎52－9871）へ申込
障がい相談（相談支援専門員）
平日　午前８時30分～午後５時15分　
いきいき広場（☎54－3009）

高浜市役所 ☎ 52－1111
■℻ 52－1110

□市市役所本庁舎、■いきいき いきいき広場

＜表紙＞

毎回ユニークな飾り方が評判の
「福よせ雛」が今年も“人形小路
雛めぐり”にあわせて、人形小路
一番館・こども人形工房・吉浜ふ
れあいプラザ特設展示館に展示さ
れます。
表紙の写真は人形小路一番館のようすで、役目を終えた
雛人形たちが宇宙遊泳を楽しんでいます。

※展示は3月10日（日）まで

◉ ３月のカレンダー ◉

■人　口／48,640人（男 25,295人・女 23,345人）
■世帯数／20,060世帯

人口と世帯数（平成31年2月1日現在）
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10：00 おもちゃ病院
（エコハウス）

10：00 春の鬼みちまつり ×
鬼コンＶｏｌ．８

（かわら美術館～観光案内所）

9：00 南部まち協青空市（あっぽ）
※以降10日を除く毎週日曜日開
催

家族そろって食べる日
（食育の日）

28
18：00 大山千本桜ライトアップ
（～4/10　開花状況により変更
あり）（大山緑地）

日 9：30 大山桜ものがたり
（大山緑地）
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問合せ先　□市総合政策グループ　☎52－1111（内線365）

『市民記者』の村松輝一さん（八幡町）からは「昔の広報の方が
中身が濃かったような気がします。今、高浜市誌の編さんにも関
わっていますが、昭和30年代の広報誌がとても役立っています。
生活に身近な情報がしっかり載っていたからだと思います。記事
内容の充実にもっと力をいれてほしい。」と指摘がありました。
同じく廣田久雄さん（神明町）は「実家の方の広報紙を見ることが
ありますが、掲載記事の内容をくらべてみても催し物の案内もわ
かりやすく、写真も多くて楽しく読めるので『広報たかはま』の
方が好きです。市内散策の参考に使うので、これからもいろいろ
な情報を掲載してください。」と話してくれました。

『声の広報』はボランティアさんが各号を受け持ち、カセット
テープに吹き込んでいます。
「『広報たかはま』は文章が硬くて難しいように感じています。

聞き手は理解できるのかな?と思うときがあります。」「『まち
の話題』などの記事は利用者さんも興味を持つのではと思うので
かならず読むようにしています。」「担当の号以外はななめ読み
していましたが、本当はすみからすみまで読んだ方が自分のため
になるなと最近思うようになりました。」という意見をいただき
ました。聞き手の方の年齢を考えて記事を選んだり、季節感を出
したりと工夫しています。テープは利用者の方に届けるほか、図
書館で貸出資料になります。一度利用してみてはどうでしょうか。

『点訳広報』は点訳サークル・モビールの皆さんが作成し図書
館で閲覧できます。
約20年も活動している杉浦加津江さん（論地町）は記事入力の

ために毎号しっかり目をとおすといいます。「１日号の表紙がカ
ラーになったとき、きれいになって嬉しかったけど費用はだいじ
ょうぶ？と少し心配してしまいました。点訳する記事は、高齢な
方に向けて選び、高浜市ならではの話題は楽しいので『カメラレ
ポート』や『まちの話題』はかならず入れるようにしています。
専門的な記事は難しいですが、それでも知らせるのが広報誌の役
目だと考えて作業しています。点訳広報を必要とする方がいるう
ちは続けたいです。」と話してくれました。

目の不自由な方にむけた『点訳広報』と『声の広
報』はボランティアの皆さんにより作成されていま
す。また、「市民記者」はさまざまな行事に出かけ
て写真を撮影する『広報たかはま』の協力者です。
『広報たかはま』の発行を新年度から月１回にする
ことを含め、広報活動の効果的な展開を検討するな
かで、『広報たかはま』を支える方に活動のなかで
感じたことなどをききました。
皆さんの声を広報活動の充実にいかしていきます。

▲廣田さん
「市民記者」の腕章をつ
けて撮影した写真は『広
報たかはま』など市から
の発信に使うことになり
ます。 ▲村松さん

専用プリンターで打ち出しを担当する、モビールの
メンバーの岩田さんと石川さん。「広報はけっこう時
間をかけて読むよ。」（石川さん）「私はサーッと読
むかな。（笑）」（岩田さん）楽しそうな活動風景です。

ボランティア
の加藤さん、
酒井さん、神
谷さん、楠本
さん

「広報たかはま」
どう思う？

『広報たかはま』を考える

広報を支える方たちに
ききました

難しいことも知らせるのが広報の役目

文章が硬くて難しい／読み手の興味をひく話題を

もっと中身の充実を／使える情報を期待
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